
 

＜報道発表資料＞ 

令和７年 11 月 26 日 

京都市教育委員会事務局指導部生徒指導課 

 

令和７年度 ヤングケアラー教職員研修会の実施 
～ヤングケアラーに対する認知向上及び具体的支援の在り方の考察～ 

 
  令和６年 11 月に京都市議会全員の提案により、「京都市ケアラーに対する支援の推進に

関する条例」が成立、施行されたことに伴い、当事者、支援機関、行政機関が一体となって

ケアラー支援に係る取組を進めているところです。 

こうした中、学校が唯一の接点になることが多い「ヤングケアラー」に対する具体的な支

援の在り方について、下記のとおり教職員を対象とした研修会を実施します。 

本研修では自身のケアラー経験を元に、平成 25 年に「ケアラーアクションネットワーク」

を設立、現在も多方面でケアラーへの支援を実践されている持田恭子氏を迎え、映画「ツナ

ガル」の視聴及び講演等を通して、教職員がケアラーを自分事として想像しながら、ケアラ

ーの多様な立場への理解を深めるとともに、具体的な支援の在り方を学ぶ機会とします。 

                  記 
 
● 日時 令和７年 12 月８日(月) 午後３時～５時 

● 場所 京都市総合教育センター ４階 永松記念ホール 

（〒600-8023 京都市下京区河原町松原上る二丁目富永町 344） 

● 内容 映画「ツナガル」の視聴及び講演（映画の詳細は、別紙のとおり） 

（講師：一般社団法人ケアラーアクションネットワーク協会 代表理事 持田 恭子氏） 

● その他 記者席は別途用意いたしますので、12 月５日（金）までに以下の＜お問合せ    

先＞までご連絡ください。 
 

＜持田 恭子氏について＞  

 

 

 

 

 

 

 
 
＜お問合せ先＞京都市教育委員会事務局指導部生徒指導課  

電話：０７５－２１３－５６２２ 担当：半田、堀 

小学生の頃から、両親の感情面のサポートとダウ

ン症のある兄のケアを担ってきた経験を元に、平成

25 年に「ケアラーアクションネットワーク」を設立

し、令和５年に内閣総理大臣表彰を受賞。現在もケ

アラーとの対話を中心に、要望を形にしながら時代

に即した支援を多方面で実践されています。 

 



 

（別紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


